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ま
、
わ
が
国
の
経
済
お
よ
び
企
業
経
営
は
、
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
金
融
面
で
の
不
良
債
権
問
題
と
金
融
機
関
の
経
営
状

況
の
悪
化
、
日
本
の
バ
ブ
ル
期
の
始
ま
る
前
の
水
準
に
な
っ

た
株
式
市
況
の
低
迷
、
全
国
二
百
五
十
万
社
の
会
社
が
直
面

し
て
い
る
デ
フ
レ
経
済
に
よ
る
業
績
の
厳
し
さ
、
米
国
エ
ン
ロ

ン
・
ワ
ー
ル
ド
コ
ム
社
に
端
を
発
す

る
企
業
会
計
不
信
（
企
業
統
治
の

失
敗
、
公
認
会

計
士
の
使
命
感

欠
如
、
ア
ナ
リ

ス
ト
・
格
付
会

社
の
不
適
格
性
、
株
価
右
肩
上
が

り
だ
け
を
想
定
し
た
四
○
一
K
年

金
制
度
の
不
備
）、
加
え
て
イ
ラ
ク

戦
争
勃
発
の
可
能
性
の
不
安
感
、

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
経
済
の
バ
ブ
ル
崩

壊
の
影
響
の
長
期
持
続
の
可
能
性

に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
の

不
安
定
感
、
と
、
明
る
い
将
来
を
予

測
す
る
こ
と
が
難
し
い
世
の
中
に

わ
れ
わ
れ
日
本
国
民
は
生
活
し
て

い
る
現
状
を
、
ま
ず
し
っ
か
り
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

私
事
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
私
は
信
越
化
学
工
業
に
三
十
八

年
間
、
経
理
・
財
務
の
仕
事
一
筋
に
仕
事
を
し
て
き
た
叩
き

上
げ
の
会
計
マ
ン
で
あ
る
。
こ
の
間
に
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク（
一
九
七
三
）、
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク（
七
九
）、
石
油

化
学
の
大
不
況
（
八
二
）、
大
幅
な
円
高
・
原
油
安
（
八
五
・
八

六
）、
バ
ブ
ル
経
済
（
八
○
年
代
〜
九
○
年
代
前
半
）
と
そ
の

急
激
な
経
済
崩
壊
（
九
○
年
代
）
な
ど
を
、
企
業
経
営
の
第
一

線
で
の
生
き
た
経
営
実
践
の
中
で
体
験
し
て
き
た
。
そ
の
中

で
一
番
強
く
感
じ
て
き
た
こ
と
は
、
個
人
も
、
企
業
・
お

店
・
社
会
も
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
が
大
切
に
す
る
べ
き
こ

と
は
、「
自
分
だ
け
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
な
い
人
間
を
育
て

る
教
育
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

い
ま
私
は
、
企
業
会
計
は
大
き

く
見
て
企
業
経
営
と
同
一
視
さ
れ

る
時
代
で
、
過
去
決
算
書
の
外
（
ソ

ト
）の
事
柄
は
”知
“、
ま
た
、
将
来

決
算
書
の
内
（
ウ
チ
）
と
外
（
ソ
ト
）

も
”知
“で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
”知
“は
、
前
述
の
教
育
の

重
要
性
と
大
い
に
関
連
が
あ
る
。

私
は
自
ら
の
数
多
く
の
国
際
的

M
＆
A
の
「
買
入
暖
簾
（
の
れ
ん
）」

の
評
価
に
携
わ
っ
た
時
に
、
圧
倒

的
に
最
重
要
な
”知

“で
あ
る
と
評

価
し
て
き
た
ア
フ
タ
ー
M
＆
A
の

人
間
に
、
そ
の
源
を
見
い
出
し
た
。

長
い
間
、
会
計
学
の
最
先
端
を

行
く
国
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
尊
敬
さ
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ

資
本
主
義
が
、
倫
理
観
に
問
題
の
あ
る
会
計
・
経
営
・
経
済

を
内
包
し
て
い
た
こ
と
で
、
強
く
反
省
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
国
の
急
務
は
、
米
国
と
共
に
教
育
に
重
点
を
置
い
て

「
正
し
い
資
本
主
義
の
会
計
」
の
実
践
を
早
急
に
進
め
る
こ

と
で
あ
る
。
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